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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月5日(2017.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体が流下する遊技領域が形成されると共に、遊技媒体の流下方向をランダムに変
更可能な障害釘が複数打ち付けられた遊技盤と、
　前記遊技盤から突出して前記遊技領域を包囲する包囲壁と、
　前記遊技領域に配置され、前記遊技領域を流下する遊技媒体が常時入賞可能であって、
遊技媒体が入賞したときに遊技者に特典を付与可能な複数の入賞口と、
　前記遊技領域の下端部に配置され、前記遊技領域を流下してきた遊技媒体を受け入れて
前記特典の付与なく前記遊技領域外に排出する排出口と、を備えた遊技機において、
　前記複数の入賞口には、前記排出口の斜め上方に配置された第１入賞口が含まれ、
　前記第１入賞口は上方に開放され、
　前記第１入賞口に対して、前記排出口側からの遊技媒体の進入を許容する一方で、その
他の方向からの遊技媒体の進入を規制する進入規制手段を備え、
　前記遊技領域のうち前記第１入賞口と前記排出口とに挟まれた部分に、装飾部を設けた
ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第１の手段は、　遊技媒体が流下する遊技領域が形成されると共に、遊技媒体の流下方
向をランダムに変更可能な障害釘が複数打ち付けられた遊技盤と、前記遊技盤から突出し
て前記遊技領域を包囲する包囲壁と、前記遊技領域に配置され、前記遊技領域を流下する
遊技媒体が常時入賞可能であって、遊技媒体が入賞したときに遊技者に特典を付与可能な
複数の入賞口と、前記遊技領域の下端部に配置され、前記遊技領域を流下してきた遊技媒
体を受け入れて前記特典の付与なく前記遊技領域外に排出する排出口と、を備えた遊技機
において、前記複数の入賞口には、前記排出口の斜め上方に配置された第１入賞口が含ま
れ、前記第１入賞口は上方に開放され、前記第１入賞口に対して、前記排出口側からの遊
技媒体の進入を許容する一方で、その他の方向からの遊技媒体の進入を規制する進入規制
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手段を備え、前記遊技領域のうち前記第１入賞口と前記排出口とに挟まれた部分に、装飾
部を設けたことを特徴とする遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　［請求項１の発明］
　請求項１の発明によれば、第１入賞口と排出口とに挟まれた部分に、装飾部で形成した
ので、遊技領域内の装飾性の向上を図ることが可能となる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　（７）上記実施形態では、下側道釘４０に形成された落下口４０Ａから落下した遊技球
を案内流路５１によって特典無し流下部Ｒ２へ案内される構成であったが、特典無し流下
部５１へと案内されない構成としてもよい。このような構成は、例えば、図１１に示すよ
うに、落下口４０Ａから落下し且つ湾曲ガイド部１２Ｇによってアウト口１６側へと案内
される遊技球を堰き止める区画壁５３を右側一般入賞口２０Ａの下方に形成すると共に中
間一般入賞口２０Ｂの下方にアウト口１６とは別のサイドアウト口１６Ｓを設けることで
達成可能である。
　上記実施形態及び上述した他の実施形態（１）～（７）には、以下の［１］～［８］の
構成が含まれている。
［１］
　遊技媒体が流下する遊技領域が形成されると共に、遊技媒体の流下方向をランダムに変
更可能な障害釘が複数打ち付けられた遊技盤と、
　前記遊技盤から突出して前記遊技領域を包囲する包囲壁と、
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　前記遊技領域に配置され、前記遊技領域を流下する遊技媒体が常時入賞可能であって、
遊技媒体が入賞したときに遊技者に特典を付与可能な複数の入賞口と、
　前記遊技領域の下端部に配置され、前記遊技領域を流下してきた遊技媒体を受け入れて
前記特典の付与なく前記遊技領域外に排出する排出口と、を備えた遊技機において、
　前記複数の入賞口には、前記排出口の斜め上方に配置された第１入賞口が設けられると
共に、
　前記遊技領域のうち前記第１入賞口に対して前記排出口と反対側から前記第１入賞口の
上方位置まで下るように傾斜し、前記遊技領域を流下する遊技媒体を受け止めて前記第１
入賞口側へと誘導可能な傾斜誘導部を備えて、前記傾斜誘導部に誘導された遊技媒体を前
記第１入賞口へ入賞可能に構成し、
　前記遊技領域のうち前記傾斜誘導部の延長線より下方で且つ横方向で前記第１入賞口と
前記排出口とに挟まれた部分に、前記入賞口及び前記障害釘を有さない特典無し流下部を
設けて、その特典無し流下部を装飾部で形成したことを特徴とする遊技機。
　［１］の構成では、傾斜誘導部の延長線より下方であって、横方向で第１入賞口と排出
口とに挟まれた部分に、入賞口及び障害釘を有さない特典無し流下部を設けて、その特典
無し流下部を装飾部で形成したので、遊技領域の全体に亘って障害釘が配設された遊技機
と比較して、遊技領域内の装飾性の向上を図ることが可能となる。
［２］
　前記第１入賞口は、上方に開放すると共に、前記傾斜誘導部との間に遊技媒体が進入可
能な第１上方隙間を有し、
　前記傾斜誘導部の下方には、前記排出口と反対側から前記第１上方隙間へ遊技媒体が進
入することを規制する第１進入規制部が設けられたことを特徴とする［１］に記載の遊技
機。
　［２］の構成では、第１入賞口が上方に開放すると共に、傾斜誘導部との間に遊技媒体
が進入可能な第１上方隙間を有する構成となっている。そして、傾斜誘導部の下方には、
排出口と反対側から第１上方隙間へ遊技媒体が進入することを規制する第１進入規制部が
設けられているので、第１上方隙間へは排出口側からのみ進入可能となっている。ここで
、仮に、第１上方隙間へ排出口と反対側から進入可能とした場合には、誘導傾斜部に誘導
される遊技媒体を誘導傾斜部より下方へ落下させる落下流路を、第１上方隙間よりも排出
口から離れた側に備えた構成とする必要が生じる。このような構成では、落下流路の横幅
分だけ第１入賞口を排出口側へ配置することとなり、特典無し流下部が狭められるという
問題が生じる。これに対し、本発明では、特典無し流下部の一部を落下流路として、特典
無し流下部を広くとることが可能となる。これにより、装飾部を大きくすることが可能と
なり、遊技領域内の装飾性の向上を図ることが可能となる。また、本発明の構成によれば
、以下に説明する不正行為が行われた場合に、その不正行為による第１入賞口への入賞を
抑制することが可能となる。即ち、排出口を塞ぐ等して排出口側から遊技媒体を積み上げ
、その積み上げた遊技媒体を足場にして第１入賞口への入賞を図ろうとする不正行為が行
われた場合、本発明の構成によれば、第１上方隙間に対して排出口側に位置する特典無し
流下部には障害釘が備えられていないので、第１入賞口の側方に遊技媒体が積み上がり難
くなり、不正行為による第１入賞口への入賞を抑制することが可能となる。
［３］
　前記複数の入賞口には、前記傾斜誘導部の下方で且つ前記第１入賞口よりも前記排出口
から離れた側に配置され、上方に開放すると共に前記傾斜誘導部との間に遊技媒体が進入
可能な第２上方隙間を有する第２入賞口が設けられ、
　前記傾斜誘導部のうち前記第２入賞口よりも前記排出口から離れた部分には、遊技媒体
を落下させることが可能な落下口が設けられ、
　前記傾斜誘導部の下方には、前記第１入賞口側から第２上方隙間へ遊技媒体が進入する
ことを規制する第２進入規制部と、前記落下口から落下してきた遊技媒体と衝突して遊技
媒体を前記第２上方隙間側へ誘導する誘導部材と、が設けられたことを特徴とする［２］
に記載の遊技機。
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　［３］の構成によれば、傾斜誘導部に誘導される遊技媒体は、第１入賞口だけでなく第
２入賞口にも入賞可能となるので、遊技の趣向性を向上させることが可能となる。また、
本発明では、第２入賞口は、上方に開放すると共に傾斜誘導部との間に遊技媒体が進入可
能な第２上方隙間を有する構成となっていて、この第２上方隙間へは、排出口と反対側か
らのみ遊技媒体が進入可能となっている。これにより、排出口を塞ぐ等して排出口側から
積み上げ、その積み上げた遊技媒体を足場にして第２入賞口への入賞を図ろうとする不正
行為が行われた場合に、第２上方隙間へ進入可能に遊技媒体が積み上げられるまでの時間
をかせいで、不正行為による第２入賞口への入賞を抑制することが可能となる。
［４］
　前記装飾部の少なくとも一部を装飾プレートで構成し、前記装飾プレートを前記第１入
賞口及び前記第２入賞口と前記包囲壁の下端部との間に張り出させたことを特徴とする［
３］に記載の遊技機。
　［４］の構成によれば、装飾プレートを下方隙間まで張り出させたので、遊技領域内で
装飾プレートが敷設される部分を広くすることが可能となる。これにより、遊技領域内の
装飾性の更なる向上を図ることが可能となる。
［５］
　前記遊技領域のうち前記第１入賞口及び前記第２入賞口と前記包囲壁の下端部との間に
は、前記落下口から落下し且つ前記第２入賞口へ入賞しなかった遊技媒体を前記包囲壁に
沿って前記特典無し流下部まで案内する案内流路が形成され、
　前記装飾プレートを前記案内流路内に張り出させたことを特徴とする［４］に記載の遊
技機。
　［５］の構成によれば、傾斜誘導部の落下口から落下してきた遊技媒体を排出口へと案
内する案内流路に装飾を施すことが可能となり、遊技領域内の装飾性の向上を図ることが
可能となる。
［６］
　前記複数の入賞口に、前記排出口の真上に配置された第３入賞口を設けると共に、
　前記傾斜誘導部の上方から前記傾斜誘導部に沿って前記特典無し流下部の上方まで延び
、前記遊技領域を流下する遊技媒体を受け止めて前記第３入賞口側へと誘導可能な上側傾
斜誘導部を備え、
　前記遊技領域のうち前記傾斜誘導部の延長線と前記上側傾斜誘導部とに挟まれた部分を
、前記装飾部で構成したことを特徴とする請求項［１］乃至［５］のうち何れか１に記載
の遊技機。
　［６］の構成によれば、障害釘を設ける必要がない誘導傾斜部の延長線と上側誘導傾斜
部とに挟まれた部分まで装飾部を張り出させて、装飾部の面積を広くすることが可能とな
る。これにより、遊技領域内の装飾性の更なる向上を図ることが可能となる。
［７］
　前記上側傾斜誘導部には、前記傾斜誘導部に沿って直線状に延びた直線傾斜部と、前記
直線傾斜部の下方に配置されて、前記傾斜誘導部に誘導された遊技媒体と衝突して前遊技
媒体を前記排出口と反対側へ跳ね返す跳ね返し部と、が備えられたことを特徴とする［６
］に記載の遊技機。
　［７］の構成によれば、誘導傾斜部により誘導される遊技媒体を跳ね返し部で排出口と
反対側に跳ね返して第１入賞口へ遊技媒体を入賞させ易くすることが可能となる。
［８］
　前記装飾部の少なくとも一部を装飾プレートで構成し、前記第１入賞口は、前記装飾プ
レートに一体形成されていることを特徴とする［１］乃至［７］のうち何れか１に記載の
遊技機。
　［８］の構成によれば、遊技盤の前面に装飾プレートを敷設するだけで、第１入賞口を
遊技領域内に備えることが可能となる。
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